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4月3－5日 ◆春合宿  
99年虔の春合宿は去年と同じくまたもや金沢、そして宿も去年と同じく兼六荘でした。勉強内容旺、  
前期で学ぶ国際マクロ経済学、国際金融の基礎知識を身に付けるための文献を選んで読んだが、淡々と発  
表が進むだけという形になってしまった。   
勉強以外の時間は、本年度の3回生の得意分野である。大いに楽しめたように思われる。先生お気に入  
りの居酒屋「一力」では大いに騒ぎ、2回生を多少戸惑わせたかもしれないが、これから一年間やってい  
く為に必要なチームワークの土台は築くことができたように思われた。   
〈合宿用文献：吉川元息『マネー敗戦』（文芸春秋）、岩田規久男『国際金融人門』（岩波新書）、山  





ーグマン・オブズフェルド共著『国際経済 理論と政策 Ⅱ国際マクロ経済学』（新世社）を使用して、  
班ごとに毎週発表という形式だったが、予習が不徹底だったせいか、．活発な討論に発展することは少なく、  
先生のコメントだけで終わってしまうケースが多かった。詳細な日程と内容は以下の通り．  
4月13日   『国際通貸システム』つづき  
ドル本位制から三極通貨体制へ ドル・マルク・円の現状   
4月20日  国民所得勘定と国際収支   
4月27日  為替レートと外国為替市場：アセット・アプローチ   
5月11日  為替、利子率、為替レート   
5月18日  長期における物価水準と為替レート   
5月25日  短期における生産量と為替レート   
6月1日  固定為替レートと外国為替介入   
6月8日  前回の補論 国際収支のマネタリー・アプローチ等   
6月15日  国際通賃制度 1870～1973年   
6月22日  変動為替レート下のマクロ経済政策および協調   
6月29日  最適通貨圏とヨーロッパの経験   
7月6日  世界的規模の資本市場：その実溝と政策課靂  
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通常ゼミ   
10月5日  発展途上国：債務と安定化と改革   
10月12日 旧共産圏諸国の国際経済間寮  
10月19日～11月30日 インゼミ対策  
12月14日 『日本経済の真実』  
インゼミ日程  
11月13日 対国学・鈴木ゼミ ディベート  
11月26日 対高経・矢野ゼミ デイぺ－ト  
11月30日 阪大・阿部ゼミ 合同勉車会  
12月4日  神大・藤田ゼミ 合同勉強会  
参加者   
関学粧   
高経班   
阪大堆   
神大堆  
意中康 藤中智 酒井 張 斉藤  
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